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「第 17 回一日体験講座」レポート 

―楽しい科学実験の構築に向けて― 
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平成 25 年 10 月に、大阪市立環境科学研究所がこれまで実施してきた市民向け一日体験講座に共同参加する機会

を得た。今後の当所における参考情報として、今回の体験講座の概要をまとめた。 
 
キーワード：着色料、タール色素、毛糸染色、薄層クロマトグラフィー 
Keywords: food colors, coal-tar colors, wool dyeing, thin-layer chromatography

大阪市立環境科学研究所（環科研）では、以前から、

市民や学生など様々な層を対象とした参加型の実習、

観察会、環境調査、講座、教室等の数多くの企画を実

施してきている。一日体験講座は、簡単な実験を通じ

て市民に研究所の業務と役割を身近に感じてもらう

ことを目的として、17 年前から毎年の実施を定着さ

せている参加型企画の一つである。 
当所（公衛研）では、市民向けの参加型企画の実施

経験がこれまでなかったが、昨年、環科研が実施して

きた一日体験講座に初めて共催の形で参加する機会

を得た。実験室や実験資材・器具類の提供等、環科研

からの全面的支援により実現した今回の取り組みは、

環科研にこれまでに蓄積された講演と参加型実習の

複合形式手法、内容設定、時間配分、配布資料の作成

方法、受付等の手順、進行方法と役割分担、アンケー

ト実施方法等に関する様々なノウハウを得る機会と

もなった。今後、当所において市民向けの参加型企画

に取り組む際の参考とするため、今回の一日体験講座

への参加で得られた情報等を整理した。 
 

方法 

 
1．開催日時および場所 

開催日時、場所、時間配分は全て環科研が企画・決

定した。今回の体験講座は、平成 25 年 10 月 26 日（土）

の 13 時～16 時に環科研にて開催された。環科研が A
コース「測ってみよう！果汁のビタミン C」、公衛研

が B コース「食品中の天然色素と合成色素の違いを確

認してみよう」を担当した。12 時半～13 時が受付時

間、13 時～14 時が環科研の所長挨拶および両コース

合同での講義、14 時～16 時が実習という時間配分で

あった。 

 

2．対象者 

対象者および申込・受付方法については環科研が設

定して関連作業を実施した。高校生以上の一般市民を

対象として参加者を募集した。開催日の約 4 ヶ月前か

ら両組織関連のホームページ、広報誌、メルマガ等で

体験講座の開催を告知した。受入数は各コース 20 名

までとし、希望者が 20 名を超過した場合は、申込順

ではなく抽選方式により参加者を決定することとし

た。 

 

3．スタッフ 

 B コースでは、体験講座当日の講義および実験操作

のデモンストレーションを担当する講師スタッフ 1
名の他、会場設営準備や各班の実験補助を担当するサ

ポートスタッフ 5名を含む計 6名のチーム編成で体験

講座に臨んだ。今回の講師スタッフは食品化学課員

（食品安全室グループリーダー）が担当した。サポー

トスタッフの内訳は、食品化学課・企画調整課から各
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2 名（うち 2 名は課長）および衛生化学部長であり、

比較的年齢層の高い人員構成であった。 

 

4．試料 

市販品の 2 銘柄の粒チョコレートを用いた。これら

の製品はいずれも着色コーティングされており、一方

の製品（A 社、7 色）は天然色素、もう一方の製品（B
社、6 色）は合成色素が使用されている。体験講座で

は、各班にこれらの製品を未開封状態で 1 包装単位ず

つ配布した。A 社の製品から桃色の粒チョコレートを

除くと、2 社の製品に含まれる粒チョコレートの色の

種類は、いずれも近似的に「茶・赤・橙・黄・緑・青」

の 6 色に分類可能である。これらの 6 色の粒チョコレ

ートを色別に 2 銘柄の製品から取り分けて計 12 種類

の試料とした。 

また、天然色素に関連する追加実験素材として、ブ

ルーマロウ（ウスベニアオイ）乾燥ハーブを用意した。 

 

5．試薬類 

酢酸、25％アンモニア水、エタノール、メタノール、

塩化ナトリウム、硫酸ナトリウムは和光純薬工業製ま

たは関東化学製の試薬一級または同等以上のグレー

ドの製品を用いた。また、試薬調製と試料抽出用の水

にはイオン交換水を用いた。食用赤色 40 号（赤 40）、
食用黄色 4 号（黄 4）、食用黄色 5 号（黄 5）、食用

青色 1 号（青 1）は、日本公定書協会製の食品添加物

公定書標準品を用いた。これらの標準品を水/メタノ

ール（1：1）に溶解・混合して各 0.25 mg/mL の濃度

としたものを合成色素の混合標準溶液とした。 

薄層クロマトグラフィー（TLC）用の C18 プレート

は、メルクミリポア製の RP-18F254s アルミプレートを

各辺10 cmの正方形状になるようにカッターで切り取

って用いた。TLC 展開条件の事前検討や体験講座での

スポッティングの練習には、上記プレートをさらに短

冊状（1 cm×10 cm）に切り取ったものを用いた。染

色実験用の毛糸は、脱脂・乾燥処理を行った東洋紡製

の羊毛毛糸（中細、白色）を約 15 cm ずつの長さに切

り取ったものを用いた。 

 

6．装置・器具 

 溶液加熱用のホットプレート調理器および TLC プ

レート乾燥用のヘアドライヤーは汎用品を用いた。色

素の粗抽出操作には使い捨ての紙コップを用いたが、

その他の器具類は理化学実験用の製品を用いた。 

 

7．TLC展開条件の検討 

 体験講座に備えて、劇物の有機溶媒を使用せずに 4
種類の酸性タール色素（黄 4、黄 5、赤 40、青 1）を

分離判別できる展開条件を事前検討した。短冊状に切

り取った計 12 枚の C18 プレートの下端 2 cm の位置

に合成色素の混合標準溶液をスポッティングした。各

プレートについて、4 通りの比率（2：3、1：2、2：5、
1：3）でエタノールと水、またはエタノールと無機塩

の水溶液（1％硫酸ナトリウム溶液または 5％塩化ナ

トリウム溶液）を混合した溶液を用いて、アルミホイ

ルで密封した 10 mL 容の試験管内で 35 分間展開した

後、各色素の分離状況を観察した。 

 

8．体験講座の目的と概要 

B コースでは、講義および実習を通じて食品中の着

色料やその初歩的な定性検査技術について理解を深

めてもらうと共に、研究所職員との直接的な交流を通

じて市民に研究所を身近に感じてもらうことを目的

とした。 
講義では、配布資料とスライドを用いて、着色料に

関する基礎知識および今回の実習の流れと注意事項

について約 20 分間解説した。 
実習では、まず、食品試料から抽出した天然色素と

合成色素を用いて酸性条件下で毛糸染色を行い、毛糸

の染まり具合を比較して天然色素と合成色素の性質

の違いを確認した。次に、染色した毛糸をアルカリ性

溶液中で加熱して合成色素を抽出し、毛糸に対する合

成色素の挙動が液性（pH）によって異なることを確認

した。さらに、濃縮した抽出液を逆相 TLC に供して、

試料に含まれる合成色素の種類を判別した。判別結果

から、B 社の 6色の粒チョコレートのコーティングが、

包装表示通りの 4 種類の合成色素の組み合わせによ

り調色されていることを確認した。 

簡単な追加実験として、アントシアニン系の天然色

素を含む乾燥ハーブを水抽出して、液性の違いにより、

抽出液の色調が変化することを確認した。 

 

9．アンケート調査 

 アンケート調査は環科研が企画して実施した。参加

者にアンケート用紙を配布して、講義と実習のわかり

やすさ、内容の良否、今回参加したきっかけ、その他

自由意見を回答してもらい、実習終了後に用紙を回収

して後日回答を集計した。参加したきっかけと自由意

見以外の設問については 5 段階評価の選択肢から一

つを選んで回答する形式であった。環科研が実施した



- 77 - 

 

アンケート結果についてグラフ化および点数化を行

った。 

 

結果および考察 
 
1．TLC展開条件の検討 

 TLC を用いた酸性タール色素の定性検査では、TLC
展開溶媒として、順相系では酢酸エチルとメタノール、

逆相系ではアセトニトリルとメタノールを含有する

混合溶液が使用されることが多い。一方、これらはい

ずれも劇物指定の有機溶媒であり、市民向けの体験講

座での使用は避けたいところである。そこで今回、市

民向け体験講座での利用を前提とした、劇物を使用し

ない安全性の高い TLC 条件の検討を行った。 
 文献調査を行ったところ、C18 プレートおよびエタ

ノール/硫酸カリウム水溶液を展開溶媒として用いる

逆相 TLC で酸性タール色素の分離を試みた海外の報

告例があった 1）。当所の検査で使用している TLC 条

件と比較すると、各色素のスポット形状や分離は全体

的に良くないものの、エタノールと水溶液のみのシン

プルな組成の展開溶媒であり、安全性や簡便性の観点

から有望な条件であるので、この条件を参考に検討を

行った。 
 その結果、単純にエタノールと水を混合しただけの

展開溶媒では、対象とする 4 種類の酸性タール色素

（黄 4、黄 5、赤 40、青 1）の分離が良くないが、塩

化ナトリウム等の無機塩類を溶解することにより、分

離が良くなることが分かった。また、塩化ナトリウム

は食塩成分として一般的な認知度が高く、水に容易に

溶解するので、体験講座での使用に適していると考え

られた。検討の結果、C18 プレートおよびエタノール

/5％塩化ナトリウム溶液（1：2）を用いることで、上

記 4 種類の色素を良好に分離判別できることが分か

った。そこで、この展開条件を体験講座で使用するこ

とにした。 
 
2．体験講座の実施 

 前日に台風 27 号が近畿地方南部を通過しており、

参加者数の減少が懸念されたが、幸いに当日は天候も

良く、当日の参加キャンセルは 3 名のみに留まった。 
まず、本館の会議室で A コースおよび B コースの

参加者に対して合同で両コースの講義を行った。その

後、別棟の附設栄養専門学校の実験室に移動し、B コ

ースの 17 名の市民参加者を 3 名または 4 名ずつ、5
つの班に分けて実習を行った（図 1）。実験室内の 3

つの実験台を、半面ずつ計 6 つのスペースに分け、中

央の 1 スペースを講師スタッフが単独で使用した。残

りの 5 つのスペースを各班に割り当て、各班につき 1
名のサポートスタッフを配置した。なお、理科実験に

おいては 4 名のグループが自然な人数構成と言われ

ており 2）、今回の班分け（サポートスタッフを含めて

各班 4 名または 5 名）は人数面からも妥当であったと

考える。  
毛糸染色および TLC のいずれについても、全ての

班で期待通りの結果が得られた。追加実験では、アン

トシアニン系の天然色素の色調が pH により変化する

現象を希望者に体験してもらった。いずれの班も時間

内に予定通り実験操作を完了し、体験講座を無事に完

了することができた。各班で染色した毛糸については、

今回の記念作品として、配布資料に貼付したものを参

加者全員に持ち帰ってもらった。展開後の TLC プレ

 

図 1 体験講座当日の様子 
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図 2 B コースに関するアンケート調査結

果（括弧内の数字は回答者数） 

「わかりやすさ」について「すこしわかりにくかった」または「わ

かりにくかった」と回答した参加者、「内容の良否」について「あ

まりよくなかった」または「よくなかった」と回答した参加者はい

ずれも 0 名であったため、上のグラフには表示していない。環科研

実施のアンケート調査結果を利用。 

 

ート（計 6 枚）は、チャック付きポリ袋に入れたもの

を一部の希望者に譲渡した。 
これらの成果物（染色後の毛糸や展開後の TLC プ

レート）は、実験の成功を裏付ける客観的資料となる

ものであったが、当日はその点に思い至らなかった。

各班の成果物をデジタルカメラで撮影して記録化し

ておかなかったことは、非常に悔やまれる点であった。 
  
3．参加者の評価 

 アンケート調査による B コースの参加者の評価を

図 2 に示した。講義および実習のわかりやすさや内容

の良否について、マイナス評価の選択肢（すこしわか

りにくかった、わかりにくかった、あまりよくなかっ

た、よくなかった）を選んだ回答者は皆無であった。

参加者の自由意見も好意的なものが多く、成功と言え

る調査結果であった。より客観的に結果を解析するた

めに、5 段階評価の選択肢を点数化（最高 5 点～最低

1 点）して集計し、各評価項目に関する１人あたりの

平均点を 5 点満点で算出した（表 1）。その結果、4.5
～4.9 点となり、いずれも 4 点台の得点であった。ま

た、各評価項目の点数を比較すると、実習の方が講義

より高い得点となる傾向が認められた。この結果は、

実体験を伴う実習が講義より直感的かつ刺激的であ

ること、また、講義と実習ではアンケート対象者の範

囲が異なること※の 2 点を反映したものと考えられた。

（※B コースの講義内容に対するアンケートは A コー

スへの参加者も対象としているが、B コースの実習内

容に対するアンケートは同コースの実習参加者のみ

が対象。） 
なお、参加のきっかけとしては、メールマガジンや

知人の紹介が多く、合わせて回答の 8 割以上を占めて

おり、ホームページや広報誌は比較的少数であった。 
 

4．体験講座の準備作業に関する情報および考察 

4．1．タイムスケジュール 

 体験講座に関連する作業のタイムスケジュールを

表 2 に示した。体験講座の約 5 か月前にはテーマが決

定しており、本来であれば比較的余裕のあるタイムス

ケジュールであったと言える。ただし、実際にはこれ

らの各作業の必要性やスケジュールを事前に十分に

把握できていたとは言い難く、締切間際の至急対応が

必要となる場面もあった。 
各作業をより効率的かつ円滑に進めるために、今後

は全体的なタイムスケジュールを早めに明示・共有化

して準備を進めることが望ましいと考えられた。 
 
4．2．テーマ設定 

表 1  B コースに関するアンケート評価点の集計結果 

 

評価5 評価4 評価3 評価2 評価1

講義 20 55 28 6 0 0 89 4.5

実習 17 75 8 0 0 0 83 4.9

講義 19 60 24 3 0 0 87 4.6

実習 17 70 12 0 0 0 82 4.8

1人あたり
平均

わかりやすさ

評価項目 対象
有効

回答数
計

内容の良否

配点および集計方法：いずれの項目も、1～5の5段階で配点した。「わかりやすさ」では、最高評価の「よくわ
かった」を5、最低評価の「わかりにくかった」を1とした。また「内容の良否」では、最高評価の「たいへんよ
かった」を5、最低評価の「よくなかった」を1とした。配点不能な無記入の回答は集計から除外した。環科研実
施のアンケート調査結果を利用。

得点（配点×回答者数）
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今回は食品化学課が主体となって B コースの実習

内容を企画するという方向性が定まっていたことも

あり、食品中の着色料に関連するテーマとした。これ

は、着色料であれば視覚的に鮮やかで分かりやすい実

験が可能であることや、具体的な実例資料 3）が公開さ

れていることを考慮した上での判断である。最終的に

B コースでは「食品中の天然色素と合成色素の違いを

確認してみよう」というテーマを設定した。 
 体験講座の時間配分は実習が 14 時～16 時であり、

デモンストレーションも含めて 2 時間以内に完了す

る実習内容を構築する必要があった。作業フローの過

密化を避けて毛糸染色のみの実施とすべきか判断に

迷うところであったが、最終的に「方法」の部に示し

た実習計画を構築し、TLC も含めることにした。なお、

色素溶液の吸光スペクトルを測定して光の波長と色

の関係について学習する案や、毛糸染色のバリエーシ

ョンとして、ナイロンやセルロース等、羊毛以外の素

材の繊維製品を染色する比較実験を実施する案もあ

ったが、時間や設備の都合から今回は実施を見送るこ

とにした。 
 参考資料として過去の体験講座のテーマ一覧を表 3
に示した。環科研主催により実施された平成 9 年度～

24 年度の計 32 テーマを大別すると、飲料水の水質（硬

度等）が 6 件、食品栄養成分（ポリフェノール、ビタ

ミン C）が 5 件（うち 1 件は中止）、屋内大気（ホル

ムアルデヒド、空気の汚れ）が 5 件、生化学物質（消

化酵素、DNA）が 4 件、生体内生物（寄生虫、ビフィ

ズス菌）が 3 件、環境問題（ごみ問題、リン）が 3 件、

臭い・香り成分が 2 件、家庭用品（プラスチック）が

2 件、油脂の酸化が 2 件の内訳となり、食品中の着色

料については過去の一日体験講座では前例のないテ

ーマであった（ただし、環科研の別の参加型企画では

実施例あり）。 

表 3 過去に環科研が実施した一日体験講座の 

テーマ一覧

 

年度 タイトル

　おいしい水ってどんな水

　目で見る話題の栄養成分

　おいしい水ってどんな水

　魚の寄生虫を見てみよう

　知らなきゃ損するプラスチックの特性

　部屋の空気の汚れを調べよう

　プラスチックの種類判別

　気になる”におい”の測定

　香りを楽しもう～あなたはどんな香りをお好みですか～

　食品の正しい知識～食品中の油の酸化について～

　部屋の空気の汚れを調べよう

　食品の正しい知識～食品中の油の酸化について～

　遺伝子（DNA）を見てみよう

　部屋の空気の汚れを調べよう

　あなたの蛇口からの水道の水質は？

　遺伝子（DNA）を見てみよう

　あなたの蛇口からの水道の水質は？

　ビフィズス菌を見てみよう

　あなたの唾液のデンプン消化力実験

　私たちの生活を考えてみようごみの減量とリサイクル

　ビフィズス菌を見てみよう

　私たちの生活を考えてみようごみの減量とリサイクル

　唾液で判る？あなたのストレス
   －唾液のデンプン消化力実験－

　あなたのお家のホルムアルデヒド濃度を測ってみませんか

　あなたのお家のホルムアルデヒド濃度を測ってみませんか

　緑茶のポリフェノールを測ってみよう

　ミネラルウォーターの硬度を測定しよう。
   あなたは軟水派or硬水派

　お茶のポリフェノール（カテキン）を測ってみよう

　測ってみよう！果汁のビタミンC

　ミネラルウォーターの硬度を測定しよう。
   あなたは軟水派or硬水派

　リンを測ってみよう。日常生活で捨てられているリン

　測ってみよう！果汁のビタミンC（中止）

　測ってみよう！果汁のビタミンC

　食品中の天然色素と合成色素の違いを確認してみよう※

※公衛研側が今回担当したテーマ

H14

H25

H24

H23

H22

H21

H20

H13

H12

H11

H10

H9

H19

H18

H17

H16

H15

表 2 関連作業のタイムスケジュール 

 

月 日 作業内容

30 スタッフおよびテーマの決定

31 Bコース案内文案の作成

6 14 両コース案内文の最終確認

8 30 シナリオの提案

9 30 両組織スタッフによる打ち合わせ※

4 試薬・器具準備リストの送付

18 配布資料原稿の送付

22 会場設営および実地リハーサル※

25 講義スライドの最終確認

26 体験講座当日

28 アンケート集計結果の確認

29 物品引き取り※

11 14 当所HPへの開催報告の掲載

※物品輸送等に公用車を利用

5

10
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なお、体験講座の準備に必要な労力を考慮すると、

過去に実施したテーマとの重複は特に否定すべきも

のではなく、毎回新たなテーマや実習内容を一から企

画する必要性は特にないと考える。 
 
4．3．試料 

当初の企画段階では、粒チョコレートとグミキャン

ディーを用いて毛糸染色を行う方向で検討を進めて

いたが、時間の都合により、今回は抽出が容易な粒チ

ョコレートのみを試料とすることにした。なお、用い

た 2 銘柄の粒チョコレートについては、あらかじめス

タッフ側で 3 粒ずつ色分けして各班に配布した方が

当日の作業時間をより短縮できたのであるが、あえて

未開封の包装品を各班に配布した。その意図は 2 つあ

り、1 つは試料が市販菓子そのものであること（小細

工がないこと）を参加者に得心してもらうことであり、

もう 1 つは、包装品の開封や中身の色分けという簡単

なウォームアップ作業からスタートすることで、班分

け直後の参加者の緊張感や不安感を和らげ、より積極

性を引き出すことであった。当日は講師スタッフより

先に色分け作業を終えて次の実験操作を開始してい

た班もあり、期待した効果が得られたのではないかと

思う。 
その他、空き時間が生じた際に備えて、乾燥ハーブ

として市販されているブルーマロウを準備した。ブル

ーマロウは紫キャベツ（赤キャベツ）と同様にアント

シアニン系の天然色素を含んでおり、水で抽出した溶

液に弱酸・弱アルカリ溶液を加えて液性を変えると瞬

時に色が変化する。この性質を利用して、短時間でイ

ンパクトのある実験を行うことが可能である。また、

乾燥品であるため、室温下で長期保存が可能である点

や、軽量で場所を取らずに手軽に運搬できる点が、予

備的な実験素材として優れていると考える。 
 
4．4．試薬類および装置・器具類 

 今回、B コースでは「科学検査の一端に触れてもら

う」ことをコンセプトとして、TLC プレートや展開槽

等、実際の着色料検査で用いるグレードの製品を準備

した。 
一方、各家庭での追試や自由研究への応用性を重視

して、一般市民が入手可能な日用品のみを用いて「家

庭でもできる」実習を構築するのも一案であろう。今

回の B コースの実習内容についても「家庭でもできる」

をコンセプトにして簡易化することが可能である。ま

ず、液性調整用の酸・アルカリ溶液には、市販の食酢

および薬用アンモニア水を使用できる。また、ビーカ

ー、ガラス棒、毛細管等の器具類は、各々使い捨ての

紙コップ・耐熱プリンカップ、割り箸・竹串、つまよ

うじ等の日用品で代用可能であろう。抽出溶液の加熱

装置に、ホットプレートより手軽な電子レンジを用い

る手法もある 4）。着色料の分離判別に関しては、牛乳

パッククロマトグラフィー5）のアイデアが活用できる

かと思う。 
 
4．5．配布資料およびスライド 

 体験講座の資料については、A コースと一括して環

科研側でコピー製版したものを配布するため、カラー

印刷の利点を活用できない制限があった。そこで、操

作の解説には写真を用いず、線画イラストを用いるこ

とにした（参考資料 1-1～1-5）。線画イラストの特長

として、（1）コントラストが明瞭で複写時の画質の

変化が少ない、（2）背景がシンプルで補足・解説用

の文字情報との相性が良い、（3）操作のポイントを

抽象化して強調しやすい等が挙げられる。 
 一方、実際の講義で使用するスライドには特にカラ

ー制限が無いため、参加者の興味を引き付け、実際の

操作や使用物品のイメージをより直接的に伝えるこ

とを目的として、配布資料とは対照的にカラー画像を

多用することにした（参考資料 2-1～2-3）。なお、一

部の画像は「改訂原色食品衛生図鑑」6）または大阪市

Web ページ 7）、著作権フリー素材集等から、適宜出

典を明記して引用した。スライドの配色やレイアウト

については「伝わるデザイン 研究発表のユニバーサ

ルデザイン」の Web サイト 8）の情報を参考にした。 
 
4．6．安全面への配慮 

今回の実習では酸・アルカリ溶液やエタノールを使

用した実験操作を行うことから、身体保護具として保

護眼鏡、簡易活性炭マスク、使い捨てエプロン、使い

捨て手袋を参加者に配布し、実習中はこれらの保護具

を原則着用することとした。また、軍手を各班に一双

ずつ配布し、加熱溶液の取扱時など必要に応じて着用

することとした。酢酸やアンモニアを含有する溶液の

加熱操作はドラフトチャンバー内で行った。なお、配

布資料原稿の提出時点では TLC 条件が未定（劇物使

用の可能性あり）だったため、展開操作をドラフトチ

ャンバー内で実施する旨の注釈を記載したが（参考資

料 1-4 上段）、その後、有害性の低い展開条件（劇物

不使用）を構築できたことから、当初の方針を変更し

て、より参加者が観察しやすい各班の実験台上で TLC
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を行った。実習中は飲食禁止である旨を周知し、余っ

た食品試料は全て回収処分した。 
 
4．7．リハーサル 

 体験講座の 4 日前に、必要な物品や試薬類の最終チ

ェックを兼ねて実習のリハーサルを行った。各スタッ

フから幾つかの時間短縮のためのアイデアや細部の

修正意見が提案され、開催当日に向けて効果的なリハ

ーサルを実施することができた。今回の参画スタッフ

には着色料検査の未経験者も含まれていたため、より

一般市民（初心者）に近い視点で各実験操作を検証す

ることができた。体験講座では、基礎知識や技術レベ

ルが異なる集団に柔軟に対応する必要がある。そのた

めの備えとして、横断的なスタッフ混成チームを編成

してリハーサルに臨むことは有用であろう。 
 
5．情報の共有化 

今回、スタッフ間の情報伝達は、主として口頭およ

びメールにて行った。この方法は一般的なものである

が、中長期的なプロジェクトにおいては伝達内容の遡

及や全体的な俯瞰が難しい面がある。また、基本的に

当事者以外には情報が伝達されない方法でもある。 
今後の体験講座において、新参スタッフが過去の一

連の作業過程を容易に把握できるような情報共有方

法を早い段階で仕組み化しておくことは有用であろ

う。また、市民参加者の満足度の向上を目指し、体験

講座の一層の充実を図るためには、各回の体験講座で

得られた知見やアイデアを風化させず、形に残る文書

や情報リンクとして体系的に残す仕組みの存在が不

可欠と考える。 
そのための記録媒体として、今回著者らが試みたよ

うに所報の活用も選択肢の一つではあるが、手軽さに

欠け、発行までに時間が掛かる難点がある。また、可

能であれば、著者側からの一方的な情報発信ではなく、

読者側からの気づきやアイデアをリアルタイムで顕

在化・共有化し、体験講座への各職員の積極的な協力

を後押しするような仕組みが欲しいところである。 
一案として、例えばブログや Wiki の仕組みを利用

すれば、手軽で双方向的な情報提供が可能であり、上

記課題をクリアできる。ページの作成や編集に際して

HTML 文書に関する専門的な知識は不要であり、各ス

タッフやチームによる主体的な情報発信が可能であ

る。これらの仕組みの公式導入は、両組織職員の情報

交流の促進や、市民に顔の見える研究所としての雰囲

気づくりにも役立つであろう。ブログ形式であれば、

市民に対しても体験講座の雰囲気を伝えやすく、市民

がより気軽に体験講座に参加しやすくなる効果も期

待できる。    
 
6．おわりに 

以上、参考情報として今回の経験をまとめた。今後

の開催に向けた議論やイメージトレーニングに役立

てていただければ幸いである。 
 
第 17 回一日体験講座にご参加下さり、アンケート

調査にご協力下さった市民の皆様に感謝いたします。 
B コースについては申込者数が上限の 20 名を超過

したため、環科研で実施した抽選により一部の方のご

参加をお断りさせていただきました。ご参加できなか

った皆様に、この場を借りて改めてお詫び申し上げま

す。 
実習計画の立案に際しては、文献 3 に示した神奈川

県衛生研究所の「かながわサイエンスサマー」の資料

を参考にさせていただきました。今回の実験内容およ

び配布資料の大枠は上記資料によるものであり、ここ

に記して深く感謝いたします。 
最後になりましたが、一日体験講座に参加する貴重

な機会および御助言を賜り、実験室、実験資材、器具

類、アンケート集計結果をご提供下さり、その他の実

務面での各種作業（案内・配布資料等の作成、参加申

込の事前調整（抽選、連絡）、当日の受付、事後の器

具洗浄、会場の清掃、アンケート集計等）の労を担い、

全面的にご支援下さった大阪市立環境科学研究所の

皆様に感謝いたします。 
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   参考資料 1-1 配布資料（実習目的と着色料の説明） 
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   参考資料 1-2 配布資料（実習の流れおよび使用物品の説明） 
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    図 3-2 配布資料（実習の流れおよび使用物品の説明） 

 

 
   参考資料 1-3 配布資料（実験操作の解説） 
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   参考資料 1-4 配布資料（実験操作の解説） 
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   参考資料 1-5 配布資料（毛糸貼付欄） 
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    参考資料 2-1 講義スライド（食用色素に関する基礎知識） 
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    参考資料 2-2 講義スライド（実習内容の解説―導入部―） 

（注）実際の講義では、ぼかし加工をしていない試料画像を示した。 
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    参考資料 2-3 講義スライド（実習内容の解説―実験操作の流れ―） 

   


